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今
回
も
選
者
特
選
賞
が
好
評

　
　 

三
一
八
名
の
皆
様
か
ら
、
一
四
七
六
句 

　
　

　
第
六
回
関
西
現
代
俳
句
大
会

は
四
月
二
十
三
日
（
土
）、
大
阪

市
中
央
区
の
ホ
テ
ル
ヴ
ィ
ア
ー

レ
大
阪
に
お
い
て
、
応
募
者
三

一
八
名
、
投
句
数
一
四
七
六
句

の
参
加
を
得
て
、
理
事
会
・
総

会
・
懇
親
会
と
共
に
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。
今
年
は
会
員
の
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
応
募
者
、

投
句
数
共
に
前
回
を
大
き
く
上

回
っ
た
。
取
分
け
会
員
外
の
投

句
者
が
大
幅
に
増
加
、
一
〇
〇

名
の
皆
様
か
ら
三
七
八
句
が
寄

せ
ら
れ
た
。
年
々
高
齢
化
に
よ
る
会
員
数
減

少
著
し
き
現
状
に
お
い
て
の
こ
の
成
果
は
、

会
員
及
び
役
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
と
感

謝
に
耐
え
な
い
。

第
六
回   

関
西
現
代
俳
句
大
会   

入
選
句

 

（
計
　
二
十
七
句
）

　
大
会
賞

湖
の
端
に
日
の
あ
る
寒
の
入 

桑

田

和

子

　
秀
逸
賞

き
れ
切
れ
の
女
の
時
間
毛
糸
編
む 

仲
　
井
　
タ
ミ
江

天
金
の
ふ
く
ら
む
聖
書
小
鳥
来
る 

竹

内

久

子

　
入
選
賞

開
戦
日
み
ん
な
黙
っ
て
ご
は
ん
食
ぶ 

千

原

恭

子

角
伐
ら
れ
風
の
記
憶
を
な
く
す
鹿 

木
　
村
　
オ
サ
ム

落
葉
の
中
火
種
の
や
う
な
園
児
た
ち 

片

山

熙

子

夫
と
い
る
た
だ
そ
れ
だ
け
に
注
連
飾
る 

岩

本

光

子

　
選
者
特
選
賞

（
赤
尾
　
恵
以
選
）

語
り
継
ぐ
時
間
の
中
の
な
ず
な
粥 

前

田

霧

人

（
伊
丹
三
樹
彦
選
）

二
筋
の
水
尾
の
寄
り
添
う
残
り
鴨 

桑

田

和

子

（
宇
多
喜
代
子
選
）

落
葉
の
中
火
種
の
や
う
な
園
児
た
ち 

片

山

熙

子

（
尾
崎
　
青
磁
選
）

皹
割
れ
の
地
よ
り
ふ
き
出
る
命
の
譜 

堀

川

博

子

No. ４５

2016.10.1

No. ４５

2016.10.1

第
六
回
「
関
西
現
代
俳
句
大
会
」
開
催

第
六
回
「
関
西
現
代
俳
句
大
会
」
開
催

第
六
回
「
関
西
現
代
俳
句
大
会
」
開
催

第
六
回
「
関
西
現
代
俳
句
大
会
」
開
催
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（
久
保
　
純
夫
選
）

梟
に
な
ろ
う
か
脳
ぬ
れ
て
い
る 

玉
　
記
　
久
美
子

（
小
泉
八
重
子
選
）

さ
っ
き
ま
で
狐
で
あ
り
し
薬
指 

上

森

敦

代

（
鈴
鹿
　
　
仁
選
）

風
の
日
の
こ
こ
ろ
に
冬
の
樹
が
い
っ
ぽ
ん 

小
　
池
　
万
里
子

（
鈴
鹿
　
呂
仁
選
）

大
佛
の
ご
と
き
赤
子
や
冬
帽
子 

神

成

桂

子

（
高
橋
　
将
夫
選
）

拾
ふ
気
に
な
り
て
見
え
出
す
木
の
実
か
な 

岩

成

天

風

（
谷
口

洋
選
）

も
う
誰
も
叱
つ
て
く
れ
ず
木
の
葉
髪 

夢

乃

彩

音

（
谷
下
　
一
玄
選
）

冬
籠
話
し
相
手
の
鏡
拭
く 
東

　

徹

（
出
口
　
善
子
選
）

角
伐
ら
れ
風
の
記
憶
を
な
く
す
鹿 
木
　
村
　
オ
サ
ム

（
豊
長
み
の
る
選
）

わ
が
駅
に
着
け
ば
わ
が
村
春
隣 

藤

本

　

晉

（
西
谷
　
剛
周
選
）

生
き
も
の
に
水
が
ぶ
つ
か
る
悟
朗
の
忌 

玉
　
記
　
久
美
子

（
花
谷

清
選
）

テ
・
デ
ウ
ム
響
く
西
坂
致
命
祭 

野

村

朴

人

（
政
野
す
ず
子
選
）

あ
の
時
の
哀
し
み
に
似
て
返
り
花 

志

村

宣

子

（
的
場
　
秀
恭
選
）

夏
柑
の
た
わ
わ
島
ご
と
忘
れ
ら
る 

志
々
見
　
久
美
子

（
室
生
幸
太
郎
選
）

万
葉
の
こ
こ
ろ
を
の
せ
て
若
菜
つ
む 

野

村

朝

子

（
吉
田
　
成
子
選
）

落
葉
の
中
火
種
の
や
う
な
園
児
た
ち 

片

山

煕

子

（
若
森
　
京
子
選
）

生
き
も
の
に
水
が
ぶ
つ
か
る
悟
朗
の
忌 

玉
　
記
　
久
美
子

（
入
選
句
は
関
西
現
代
俳
句
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
）

俳
句
大
会
の
詳
細
に
つ
い
て

　
第
六
回
俳
句
大
会
の
参
加
作
品
を
作
者
無
記
名
の
「
選
句
稿
」
に

ま
と
め
、
二
十
名
の
各
選
者
に
送
付
し
た
。
選
句
は
一
人
四
十
句
と

し
、
内
一
句
を
選
者
特
選
賞
と
し
て
選
ん
で
い
た
だ
い
た
。

　
今
回
も
会
員
の
皆
様
は
じ
め
、
俳
句
愛
好
家
の
皆
様
方
の
俳
句
に

対
す
る
熱
意
と
、
当
会
へ
の
熱
い
ご
支
援
の
お
蔭
と
改
め
て
感
謝
を

申
し
上
げ
る
と
共
に
、
ご
多
忙
中
に
も
拘
わ
ら
ず
快
く
選
者
を
お
引

受
け
頂
い
た
方
々
に
も
、
ま
た
、
類
似
句
の
調
査
に
ご
協
力
下
さ
っ

た
現
代
俳
句
協
会
事
務
局
の
お
力
添
え
に
も
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
俳
句
大
会
は
西
川
吉
弘
企
画
部
長
の
司
会
に
よ
り
開
会
、
花
谷
清

副
会
長
は
「
過
去
の
大
会
と
比
較
し
て
参
加
人
数
が
増
え
て
い
る
の

は
、
大
会
に
魅
力
の
あ
る
こ
と
の
反
映
で
あ
る
。
昨
年
か
ら
選
者
特

選
賞
を
設
け
て
を
り
、
ど
の
選
者
が
ど
の
句
を
選
ん
だ
の
か
を
考
え

る
の
も
一
つ
の
勉
強
に
な
る
」
と
の
話
に
耳
を
傾
け
た
。
引
き
続
き

音
羽
和
俊
氏
に
よ
り
大
会
賞
一
名
、
秀
逸
賞
二
名
、
入
選
賞
四
名
と

選
者
特
選
賞
二
十
名
の
披
講
が
行
わ
れ
た
。
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表
彰
は
大
会
賞
・
秀
逸
賞
・
入
選
賞
の
七
名
の
方
々
に
吉
田
成
子

会
長
よ
り
賞
状
と
副
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

　
選
者
特
選
賞
は
今
年
か
ら
、
各
選
者
に
賞
状
・
副
賞
の
授
与
と
同

時
に
講
評
を
し
て
い
た
だ
き
好
評
で
あ
っ
た
。

　
な
お
俳
句
大
会
の
選
者
は
協
会
の
理
事
及
び
各
結
社
の
代
表
者
を

中
心
と
し
た
次
の
方
々
に
お
願
い
し
た
。（
五
十
音
順
）

赤
尾
恵
以
（
渦
）・
伊
丹
三
樹
彦
（
青
群
）・
宇
多
喜
代
子
（
草
樹

尾
崎
青
磁
（
蕪
の
会
）・
久
保
純
夫
（
儒
艮
）・
小
泉
八
重
子
（
季
流

鈴
鹿
仁
（
京
鹿
子
）・
鈴
鹿
呂
仁
（
京
鹿
子
）・
高
橋
将
夫
（
槐
）・

谷
口
洋
（
駅
）・
谷
下
一
玄
（
半
夜
）・
出
口
善
子
（
六
曜
）・
豊
長

み
の
る
（
風
樹
）・
西
谷
剛
周
（
幻
）・
花
谷
清
（
藍
）・
政
野
す
ず

子
（
暁
）・
的
場
秀
恭
（
獅
林
）・
室
生
幸
太
郎
（
暁
）・
吉
田
成
子

（
草
樹
）・
若
森
京
子
（
海
程
）
の
二
十
名
の
選
者
で
す
。

　
以
上
を
も
っ
て
大
会
は
滞
り
な
く
無
事
終
了
し
た
。
多
数
の
皆
様

の
ご
協
力
に
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。 

（
事
務
局
） ）・）・

　
忘
年
・
句
集
祭
の
お
知
ら
せ

こ
の
会
報
に
本
年
の
「
忘
年
・
句
集
祭
」
の
ご
案
内
と
参
加
申

込
み
の
ハ
ガ
キ
、
並
び
に
句
集
出
展
の
申
込
み
用
紙
を
同
封
し

て
い
ま
す
。

申
込
み
の
締
切
り
は
十
一
月
五
日
で
す
。

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
会
員
の
句
集
、
著
書
に
つ
い
て

会
員
の
皆
様
が
上
梓
さ
れ
た
句
集
や
著
書
は
関
西
現
代
俳
句

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
事
務

局
へ
一
冊
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
事
務
局
の
住
所
は
次
の
通
り
で
す
。

　
〒
六
一
九
―
〇
二
二
四

木
津
川
市
兜
台
五
―
一
―
十
三
　
木
津
か
ぶ
と
台

十
四
―
一
〇
一
　
上う
え

藤ふ
じ

お
さ
む
方

　
関
西
現
代
俳
句
協
会
事
務
局

※
会
員
の
訃
報
に
つ
い
て

会
員
の
ご
逝
去
は
、
ご
家
族
や
会
員
の
皆
様
か
ら
の
お
知
ら

せ
に
よ
り
、
東
京
の
協
会
本
部
に
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
の
で
、
お
知
合
い
の
ご
逝
去
は
事
務
局
へ
ご
一
報
く

だ
さ
い
。

事
務
局
か
ら
の
お
願
い



―4―

　
平
成
二
十
五
年
四
月
以
来

の
当
協
会
の
会
長
は
じ
め
役

員
の
任
期
は
今
年
四
月
で
終

了
し
ま
し
た
。
不
慣
れ
な
私

ど
も
が
大
過
な
く
任
期
を
終

え
る
事
が
出
来
ま
し
た
の
は

先
輩
で
あ
る
顧
問
は
じ
め
会
員
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
が
あ
っ
て

の
こ
と
と
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
来
は
今
年
度
か
ら
新
し
い
体
制
で
運
営
さ
れ
る
べ
き
で
す
が
、

四
月
の
総
会
の
議
決
に
よ
り
全
役
員
の
再
任
が
決
ま
り
、
も
う
一
期

務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
あ
と
三
年
の
任
期
中
に
は

平
成
三
十
年
秋
の
関
西
担
当
の
全
国
大
会
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
大
仕

事
も
含
め
て
無
事
に
任
務
を
全
う
出
来
る
か
ど
う
か
、
覚
束
な
い
思

い
は
あ
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
つ
つ
今
後
も
協
会

の
発
展
に
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
篤
い
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
度
の
事
業
は
昨
年
と
同
じ
で
す
が
、
四
月
の
俳
句
大
会
は
前

回
に
勝
る
応
募
句
が
あ
り
、
会
員
が
減
少
す
る
な
か
で
ま
ず
ま
ず
の

成
果
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
昨
年
か
ら
始
め

ま
し
た
定
例
句
会
も
回
を
重
ね
る
た
び
に
参
加
者
が
増
え
て
い
ま

す
。
今
後
ま
す
ま
す
会
員
が
減
る
と
予
想
さ
れ
、
各
事
業
の
参
加
人

数
に
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
が
親
し
め
る
よ
う
な
運
営

を
心
掛
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
四
月
の
熊
本
地
震
は
こ
の
国
に
ま
た
も
や
大
き
い
災
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
豪
雨
に
よ
る
災
害
も
数
あ
り
ま
し
た
。
幸
い

関
西
ま
で
被
害
は
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
被
災
地
の
皆
様
の
事
を

思
う
と
心
が
痛
み
ま
す
。
僅
か
で
も
被
災
さ
れ
た
方
々
の
役
に
立
て

ば
と
の
思
い
で
、
今
春
の
総
会
の
場
に
「
募
金
箱
」
を
置
き
皆
様
に

御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
震
王
国
と
言
わ
れ
る
国
に
住
む
我
々

に
は
先
の
東
北
地
震
も
含
め
て
改
め
て
他
人
事
で
は
な
い
思
い
が
し

ま
し
た
が
、
天
災
や
テ
ロ
の
無
い
こ
の
美
し
い
日
本
の
風
土
を
詠
み

続
け
ら
れ
る
日
々
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
 

関
西
現
代
俳
句
協
会
　
　
　
　
　

 

会
長
　
吉
田
　
成
子
　

会  

長  

挨  

拶

　
　
　
熊
本
地
震
義
捐
金

　
関
西
現
代
俳
句
協
会
で
は
、
四
月
の
総
会
に
お
い
て
募
金
箱

を
置
き
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

義
捐
金
三
一
、
九
八
六
円
は
日
本
赤
十
字
に
送
金
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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◆
忘
年
会
＆
第
40
回
句
集
祭

　
恒
例
の
「
忘
年
会
＆
句
集
祭
」
を
平
成
27
年
12
月
5
日
（
土
）

に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
飾
ら
れ
て
、
華
や
か
な
大
阪
船
場
の
ホ

テ
ル
ヴ
ィ
ア
ー
レ
大
阪
で
開
催
し
た
。
参
加
者
は
68
名
で
あ
っ

関
西
現
代
俳
句
協
会
事
業
報
告

関
西
現
代
俳
句
協
会
事
業
報
告

関
西
現
代
俳
句
協
会
事
業
報
告

平
成
27
年
7
月
〜
28
年
6
月

平
成
27
年
7
月
〜
28
年
6
月会

　長

　吉

　田

　成

　子

た
。
吉
田
成
子
会
長
よ
り
「
今
回
は
40
回
目
と
い
う
一
つ
の
節
目

と
な
っ
た
。
一
年
平
均
20
冊
の
句
集
の
出
版
を
お
祝
い
し
た
と
し

て
、
40
年
で
八
〇
〇
冊
を
超
え
る
こ
と
に
な
り
、
歴
史
の
重
み
を

感
じ
て
い
る
。
今
回
は
平
成
27
年
度
の
物
故
者
の
故
和
田
悟
朗
さ

ん
、
故
吉
本
伊
智
朗
さ
ん
の
句
集
も
出
展
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
記

憶
に
と
ど
め
た
い
。
和
や
か
な
会
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。」
と
の
挨
拶
。
上
藤
事
務
局
長
か
ら
「
先
ほ
ど
の
理
事
会
に

お
い
て
議
題
は
全
て
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
た
」
旨
の
報
告
が
な
さ

れ
た
。
続
い
て
句
集
祭
と
な
り
、
15
点
の
句
集
と
、
7
点
の
文
集

等
合
計
22
点
の
披
露
と
句
集
代
表
句
の
披
露
が
な
さ
れ
、
同
時
に

22
点
の
句
集
・
文
集
名
及
び
代
表
句
と
文
集
題
を
懸
垂
幕
で
表
示

し
た
。

◆
平
成
28
年
度
理
事
会
・
総
会

　
今
年
の
「
総
会
」
は
4
月
23
日
（
土
）
に
ホ
テ
ル
ヴ
ィ
ア
ー
レ

大
阪
で
開
催
し
た
。
理
事
会
、
総
会
、
に
続
き
第
六
回
俳
句
大

会
、
懇
親
会
が
行
な
わ
れ
た
。

　
出
席
者
は
理
事
会
36
名
・
総
会
72
名
・
俳
句
大
会
81
名
・
懇
親

会
68
名
で
あ
っ
た
。
総
会
は
72
名
の
出
席
と
330
名
の
委
任
状
提
出

が
あ
り
成
立
し
た
。
議
長
に
選
出
さ
れ
た
的
場
秀
恭
副
会
長
の
議

事
進
行
に
よ
っ
て
審
議
さ
れ
、
何
れ
も
理
事
会
の
審
議
事
項
と
変

わ
ら
ず
、
満
場
一
致
の
拍
手
で
可
決
さ
れ
た
。

（
議
事
及
び
報
告
事
項
）

第
1
号
議
案
　
平
成
27
年
度
事
業
報
告

第
2
号
議
案
　
平
成
27
年
度
会
計
報
告
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第
3
号
議
案
　
平
成
28
年
度
事
業
計
画

第
4
号
議
案
　
平
成
28
年
度
　
予
算
案

第
5
号
議
案
　
役
員
改
選
に
つ
い
て

※
関
西
現
代
俳
句
協
会
は
平
成
30
年
度
の
全
国
大
会
開
催
に
備
え

役
員
増
員
及
び
交
替
に
つ
い
て
提
案
、
次
の
通
り
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

 
 

　
　
記

 

会
　
　
長 

吉
田
　
成
子

（
事
務
局
）
○
印
　
新
任

 

事
務
局
長
兼

 

広
報
部
長 

上
藤
お
さ
む 
企
画
部
長 

西
川
　
吉
弘

 

経
理
部
長 

村
田
あ
を
衣 

事
務
局
長
補
佐
　
川
﨑
　
奈
美

 

○
青
年
部
長 

久
留
島
　
元

 

副
会
長 

尾
崎
　
青
磁 

副
会
長 

高
橋
　
将
夫

 

副
会
長 

花
谷
　
　
清 

副
会
長 
的
場
　
秀
恭

 

副
会
長 

若
森
　
京
子 

○
副
会
長 
鈴
鹿
　
呂
仁

 

顧

問 

赤
尾
　
恵
以 

顧

問 

伊
丹
三
樹
彦

 

顧

問 

宇
多
喜
代
子 

顧

問 

柿
本
　
多
映

 

顧

問 

北
　
さ
と
り 

顧

問 

小
泉
八
重
子

 

顧

問 

鈴
鹿
　
　
仁 

顧

問 

谷
下
　
一
玄

 

顧

問 

豊
長
み
の
る 

顧

問 

中
井
不
二
男

 

顧

問 

花
谷
　
和
子 

顧

問 

日
原
　
輝
子

 

顧

問 

政
野
す
ず
子 

顧

問 

室
生
幸
太
郎

 

理

事 

久
保
　
純
夫 

理

事 

桑
田
　
和
子

 

理

事 

古
梅
　
敏
彦 

理

事 

志
村
　
宣
子

 

理

事 

谷
口
　
　
洋 

理

事 

辻
本
　
孝
子

 

理

事 

辻
本
　
冷
湖 

理

事 

外
山
　
安
龍

 

理

事 

西
原
　
和
孝 

理

事 

平
田
　
繭
子

 

理

事 

森
田
　
智
子 

○
理

事 

大
谷
　
茂
樹

 

○
理

事 

音
羽
　
和
俊 

○
理

事 

熊
川
　
暁
子

 

○
理

事 

橋
本
　
昭
一 

○
理

事 

田
畑
耕
之
介

 

○
理

事 

出
口
　
善
子 

○
理

事 

西
谷
　
剛
周

 

○
理

事 

前
田
　
霧
人 

○
理

事 

森
　
　
一
心

 

○
理

事 

森
口
　
和
子 

○
理

事 

綿
貫
　
伸
子

『
東
京
通
常
総
会
の
主
な
報
告
事
項
』

◎
第
16
回
現
代
俳
句
大
賞
　
　
堀
切
　
　
実
氏
　
受
賞

◎
平
成
29
年
度
に
現
代
俳
句
協
会
創
立
70
周
年
記
念
事
業
を
開
催

の
予
定

◎
10
月
22
日
（
土
）
全
国
大
会
（
北
九
州
）
に
於
て
開
催

◆
青
年
部
の
活
動

①
「
追
悼
・
和
田
悟
朗
勉
強
会
＆
句
会
」

日
　
時
：
平
成
二
十
七
年
八
月
九
日
（
日
）

場
　
所
：
神
戸
サ
ン
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
貸
会
議
室
十
七
号
室

報
告
者
：
野
口
裕
、
岡
村
知
昭
、
曾
根
毅
、
仮
屋
賢
一

参
加
者
：
三
十
五
名

②
俳
句
が
日
本
を
元
気
に
す
る
「
辛
口
俳
句
先
生
　
夏
井
い
つ
き

講
演
会
＆
句
会
ラ
イ
ブ
〜
」
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日
　
時
：
平
成
二
十
七
年
十
月
四
日
（
日
）

場
　
所
：
宝
塚
ソ
リ
オ
ホ
ー
ル

講
　
師
：
夏
井
い
つ
き

参
加
者
：
二
百
九
十
四
名
（
勉
強
会
参
加
二
十
五
名
）

③
「
俳
句
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
二
〇
一
五
」

日
　
時
：
平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
六
日
（
土
）

場
　
所
：
伊
丹
・
柿
衞
文
庫

参
加
者
：
二
十
五
名

④
現
代
俳
句
協
会
青
年
部
紹
介
冊
子
作
成

全
国
の
青
年
部
会
員
に
呼
び
か
け
、
鋭
意
作
成
中

◆
青
年
部
長
交
代

　
平
成
二
十
八
年
度
よ
り
三
木
基
史
氏
に
代
わ
り
、
青
年
部
長
に

久
留
島
元
が
就
任
。
九
月
十
七
日
、
大
阪
に
て
坂
西
敦
子
氏
（
ホ

ト
ト
ギ
ス
、
円
虹
所
属
）
を
招
き
勉
強
会
・
句
会
を
開
催
。
従
来

の
「
現
代
俳
句
協
会
」
に
と
ら
わ
れ
ず
、
多
様
な
立
場
か
ら
「
現

代
の
俳
句
」
を
と
ら
え
た
い
。
今
後
も
勉
強
会
、
句
会
な
ど
を
企

画
中
で
あ
り
、
情
報
は
随
時
（w

w
w
.k
a
n
g
em
p
a
i.jp
/
sein
en
b
u
/

in
d
ex
.h
tm
l

）
に
掲
載
さ
れ
る
。

久
留
島
元
青
年
部
長
　
一
九
八
五
年
生
。「
船
団
の
会
」
会
員

◆
会
報
の
発
行

　
平
成
28
年
10
月
第
45
号
を
発
行
、
関
西
地
区
全
会
員
、
全
地
区

現
代
俳
句
協
会
及
び
関
係
先
に
配
布
し
た
。 

（
事
務
局
）

　
　
　
お
　
願
　
い

現
代
俳
句
協
会
は
来
年
七
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
記

念
事
業
と
し
て
来
年
秋
に
は
第
五
十
四
回
全
国
俳
句
大
会

に
加
え
て
、
記
念
式
典
、
祝
賀
会
な
ど
の
催
し
を
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
現
代
俳
句
協
会
70
年
の
歩
み
」「
昭
和
俳
句
作
品

年
表
・
戦
後
編
」
な
ど
の
刊
行
物
の
出
版
も
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

現
在
協
会
で
は
こ
の
記
念
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
の
基
金

を
募
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

募
集
要
領
は
左
記
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
　
記

募
集
期
間

　
平
成
28
年
6
月
〜
29
年
12
月
末
日
迄

基
金
一
口
の
金
額

　
三
千
円
（
一
人
何
口
、
何
回
で
も
可
）

な
お
こ
の
基
金
の
ゆ
う
ち
ょ
振
込
用
紙
が
「
現
代
俳
句
」

8
月
号
に
と
じ
込
み
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
西
現
代
俳
句
協
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
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今
年
度
、
現
代
俳
句
協
会
に
入
会
さ
れ
た
関
西
地
区
の
会
員
の

方
々
か
ら
一
句
ず
つ
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
披
露
い
た

し
ま
す
。 

（
到
着
順
・
括
弧
内
は
所
属
誌
）

レ
モ
ン
テ
ィ
余
生
は
好
き
な
道
選
び 

江
連
　
彰
子 

（
京 

鹿 

子
）

新
涼
や
す
こ
し
固
め
の
目
玉
焼 

福
岡
　
和
子 

（
　 

藍 

　
）

原
子
炉
の
白
い
ド
ー
ム
ま
で
夏
野 

大
谷
　
茂
樹 

（
京 

鹿 

子
）

夏
立
つ
や
ま
り
大
ら
か
に
牧
の
駒 

新
納
　
道
廣 

（
　 

藍 

　
）

臆
病
者
の
生
き
る
術
知
る
蜥
蜴
か
な 
ほ
な
が
穂
心

鉋
の
み
仮
子
の
こ
ぎ
り
今
朝
の
秋 
椋
本
　
望
生 

（
星
　
　
座
）

昼
花
火
戸
口
に
嗄
れ
し
女
声 

上
野
乃
武
彌 

（
草
　
　
樹
）

傘
寿
な
ら
語
り
部
た
ら
ん
敗
戦
忌 

森
重
　
　
満 
（
　 

藍 

　
）

金
魚
鉢
に
水
が
た
っ
ぷ
り
死
者
の
家 

木
村
　
和
也 
（
船
団
の
会
）

人
は
み
ず
水
の
か
た
ち
の
新
豆
腐
　
　
か
と
う
の
り
を

翼
二
枚
ザ
ッ
ク
に
入
れ
て
春
の
旅 

光
末
　
紀
子 

（
　 

藍 
　
）

人
の
世
の
木
綿
な
ほ
良
し
新
豆
腐 

足
立
喜
美
子 

（
京 

鹿 

子
）

椎
の
実
の
影
を
降
ら
せ
し
わ
ら
べ
仏 

松
山
　
潤
子 

（
京 

鹿 

子
）

冬
薔
薇
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
は
忘
れ
て
い
い 

林
　
　
達
男 

（
京 

鹿 

子
）

う
す
暗
き
部
屋
に
母
ゐ
る
更
衣 

中
村

治
美 

（
草
　
　
樹
）

流
星
の
気
持
ち
汲
み
た
る
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト 

浜
脇
不
如
帰 

（
子
　
　
燕
）

　
今
年
度
の
入
会
者
は
十
六
名
で
あ
っ
た
。

新
会
員
の
一
句
（
二
十
八
年
度
）

経
理
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
四
月
二
十
三
日
（
土
）、
ホ
テ
ル
ヴ
ィ
ア
ー
レ
大
阪
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
総
会
は
七
十
二
名
の
出
席
者
が
あ
り
、
平
成
二
十
七
年
度

の
会
計
報
告
、
二
十
八
年
度
の
予
算
案
な
ど
ご
審
議
頂
き
何
れ
も
事

務
局
提
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
い
数
字
は
別
表
の
会
計
報

告
を
ご
覧
下
さ
い
。
何
と
か
予
算
通
り
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
俳
句
大
会
開
催
に
対
す
る
皆
様
の
ご
協
力
の
お
蔭
で
す
。
三

十
年
度
は
関
西
で
全
国
大
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
二
十
九
年
度
の

関
西
俳
句
大
会
は
控
え
、
全
国
大
会
に
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

し
た
が
っ
て
二
十
九
年
度
は
会
計
面
で
苦
し
い
年
度
と
な
り
ま
す
。

会
員
も
年
々
減
少
し
て
を
り
「
お
ひ
と
り
が
お
一
人
を
」
の
覚
悟
で

新
会
員
の
獲
得
を
要
に
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を
頂
け
ま
す
様
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

（
経
理
部
長
　
村
田
あ
を
衣
）

企
画
部
部
長
ご
挨
拶

昨
年
四
月
よ
り
企
画
部
長
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
西
川
吉
弘
で
す｡

昨
年
度
は
定
例
句
会
を
二
回
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
句
集
祭
・

第
六
回
俳
句
大
会
等
、
文
字
通
り
の
浅
学
非
才
そ
の
も
の
で
す
が
、

会
長
、
事
務
局
長
の
ご
指
導
と
会
員
の
皆
様
方
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、
微
力
を
振
り
絞
っ
て
参
り
ま
し
た
。
今
年
も
第
三
回
定

例
句
会
を
七
月
に
盛
況
裡
に
終
え
ま
し
た
。
ま
た
、
十
月
に
は
第
四

回
句
会
を
、
同
じ
ホ
テ
ル
ヴ
ィ
ア
ー
レ
大
阪
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
共
、
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
企
画
部
長
　
西
川
吉
弘
）

事 

務 

局 

便 

り



―9―

　
平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り
大
阪
堂
島

の
中
央
電
気
俱
楽
部
に
於
い
て
第
二
回
の
定
例
句
会
を
開
催
し
た
。

参
加
者
は
事
務
局
五
名
を
含
め
総
勢
四
十
七
名
で
あ
っ
た
。

　
当
季
雑
詠
句
を
各
自
三
句
提
出
。
第
一
回
は
会
員
互
選
方
式
で

あ
っ
た
が
、
今
回
は
選
者
に
加
わ
っ
て
頂
き
、
会
員
は
三
句
選
・
選

者
は
十
句
選
と
し
た
。
因
み
に
選
者
は
関
西
現
代
俳
句
協
会
の
選
者

で
西
谷
剛
周
氏
・
日
原
輝
子
氏
・
的
場
秀
恭
氏
・
吉
田
成
子
氏
の
四

名
で
あ
っ
た
前
回
よ
り
出
席
者
が
多
か
っ
た
事
と
、
選
者
が
加
わ
っ

た
こ
と
で
充
実
し
た
句
会
と
な
っ
た
。

参
加
者
全
員
の
作
品
を
二
句
の
み
掲
載
い
た
し
ま
す
。

 
（
五
十
音
順
）

重
陽
や
を
の
こ
ば
か
り
を
産
み
に
け
る 

雨
村
　
敏
子

花
野
か
ら
戻
っ
て
き
た
る
顔
を
し
て 

〃

木
守
柿
き
っ
と
今
晩
星
に
な
る 

い
わ
き
り
秋
月

赤
と
ん
ぼ
ぴ
た
り
と
決
ま
り
金
メ
ダ
ル 

〃

紙
函
を
平
ら
に
つ
ぶ
す
神
の
留
守 

上
田
千
恵
子

皺
の
ば
す
樋
口
一
葉
小
鳥
来
る 

〃

神
鹿
の
角
伐
ら
れ
て
も
神
の
鹿 

上
藤
お
さ
む

秋
茄
子
や
並
べ
て
女
の
長
生
き
す 

〃

短
日
の
人
待
つ
影
の
生
き
て
を
り 

内
田
　
　
茂

三
角
の
カ
ボ
チ
ャ
煮
ら
る
る
ハ
ロ
ウ
イ
ー
ン 

〃

味
噌
汁
の
煮
つ
ま
り
草
の
絮
し
き
り 

榎
本
　
裕
子

銀
漢
の
薄
れ
海
抜
ゼ
ロ
の
家 

〃

堂
島
の
橋
げ
た
乾
く
秋
の
空 

大
西
　
陽
子

筆
入
れ
の
ゆ
る
き
結
び
目
天
の
川 

〃

爽
や
か
に
飢
え
た
る
鳩
に
囲
ま
る
る 

岡
野
多
江
子

橋
渡
る
末
枯
れ
の
水
す
れ
す
れ
に 

〃

馬
肥
ゆ
る
秋
ア
フ
リ
カ
に
飢
餓
の
子
ら 

勝
　
　
俊
一

老
い
ゆ
き
て
相
寄
り
介
護
夕
時
雨 

〃

新
酒
空
け
全
部
の
酒
が
騒
ぎ
出
す 

葛
城
　
裸
時

七
夕
に
乳
牛
の
気
配
大
き
い
よ 

〃

両
耳
に
ば
う
ば
う
と
風
刈
田
道 

金
山
　
桜
子

秋
風
や
か
ろ
き
骸
の
翅
光
る 

〃

秋
風
や
実
印
を
押
す
三
姉
妹 

河
口
久
美
子

代
用
食
の
世
代
に
甘
し
藷
の
飯 

〃

緊
急
発
進
冬
の
水
深
か
ら
む 

川
口
　
真
理

夕
焼
け
の
セ
ー
タ
ー
や
は
ら
か
楽
器
め
く 

〃

男
の
手
借
り
て
襖
を
入
れ
に
け
り 

川
﨑
　
奈
美

身
の
底
に
落
ち
て
ゆ
き
た
る
卵
酒 

〃

鷹
渡
る
風
乗
り
替
へ
て
伊
良
湖
岬 

北
村
　
峰
月

大
根
蒔
く
風
あ
る
時
は
低
く
か
な 

〃

無
患
子
の
実
を
ふ
と
こ
ろ
に
女
ひ
と
り 

木
野
　
俊
子

靖
国
の
杜
黒
き
の
こ
白
き
の
こ 

〃

第
二
回
定
例
句
会
開
催
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徘
徊
の
老
爺
の
行
方
十
三
夜 

熊
川
　
暁
子

あ
す
か
路
の
代
代
の
燠
火
か
曼
珠
沙
華 

〃

蓮
枯
れ
て
一
切
青
き
天
一
枚 

桑
田
　
和
子

晩
秋
の
上
着
一
枚
今
は
手
に 

〃

落
葉
掃
く
己
が
足
跡
消
す
や
う
に 

志
村
　
宣
子

熊
の
飢
へ
す
す
む
界
隈
晴
れ
わ
た
り 

〃

玉
砕
の
島
よ
り
無
数
の
夜
這
星 

翠
　
　
雲
母

大
輪
の
菊
投
げ
入
れ
よ
脱
走
兵
に 

〃

朝
か
ら
の
だ
ん
ま
り
決
め
し
母
と
か
な
か
な 

谷
口
　
道
子

平
和
か
な
青
年
獅
子
と
駈
け
抜
け
り 

〃

硝
子
越
す
灯
の
ひ
え
び
え
と
義
肢
作
り 

田
宮
　
尚
樹

鵙
の
贄
つ
ら
き
仕
打
と
思
ひ
け
り 

〃

尻
尾
で
風
切
る
象
さ
ん
藷
が
好
き 

樽
谷
　
寛
子

名
月
の
裏
路
地
庭
師
の
戻
り
径 

〃

一
族
の
出
で
て
は
入
り
て
つ
づ
れ
さ
せ 
中
嶋
　
飛
鳥

灯
の
下
で
顔
確
か
め
る
牛
膝 
〃

平
和
と
は
か
く
も
山
茶
花
日
和
か
な 

中
田
　
武
志

方
舟
の
櫂
の
雫
も
秋
の
い
ろ 

〃

地
球
と
月
同
じ
歳
だ
仲
好
し
だ 

中
俣
　
　
博

案
山
子
の
手
に
一
書
あ
か
ぼ
し
俳
句
帖 

〃

芒
野
の
真
っ
只
中
に
現
世
あ
り 

西
川
　
吉
弘

鴨
川
に
風
の
香
り
や
雁
渡
し 

〃

銀
漢
や
人
類
二
足
歩
行
の
日 

西
田
　
唯
士

瞬
き
も
う
つ
つ
の
単
位
鉦
叩 

〃

云
う
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
濁
り
酒 

西
谷
　
剛
周

熱
燗
は
銭
と
引
換
え
新
世
界 

〃

病
棟
の
大
窓
照
ら
す
秋
夕
焼 

野
村
　
朴
人

点
滴
の
外
れ
た
る
手
で
蜜
柑
剝
く 

〃

薄
れ
ゆ
く
「
女
人
禁
制
」
鵙
高
音 

橋
本
　
昭
一

い
く
つ
も
の
懸
案
事
項
コ
キ
ア
噴
く 

〃

ひ
た
す
ら
の
陳
謝
左
右
に
秋
暮
れ
る 

日
原
　
輝
子

寝
返
れ
ど
寝
返
り
お
れ
ど
酷
暑
な
る 

〃

秋
夕
焼
入
れ
て
バ
ー
ボ
ン
飲
み
ご
ろ
に 

樋
本
　
和
恵

鰯
雲
大
海
原
を
裾
と
せ
り 

〃

田
仕
舞
の
煙
を
ち
こ
ち
峡
の
空 

平
井
芙
美
子

秋
祭
果
て
し
産
土
無
表
情 

〃

目
力
の
抜
け
切
っ
た
り
し
捨
案
山
子 

堀
竹
　
善
子

淡
海
の
友
よ
お
や
す
み
浮
寝
鳥 

〃

菊
人
形
夜
ご
と
の
昔
噺
か
な 

本
郷
　
公
子

桃
熟
る
る
黒
光
り
し
て
箱
階
段 

〃

そ
ぞ
ろ
寒
ま
つ
直
ぐ
に
来
て
生
き
惑
ふ 

的
場
　
秀
恭

末
枯
の
野
を
移
へ
る
落
暉
か
な 

〃

鼻
息
の
荒
い
ア
イ
ロ
ン
文
化
の
日 

三
好
つ
や
子

青
空
の
青
を
嵌
め
こ
む
松
手
入 

〃

象
の
耳
木
枯
一
号
打
ち
返
す 

村
田
あ
を
衣

日
の
短
か
積
木
仕
上
げ
は
あ
と
一
つ 

〃

秋
明
菊
昭
和
い
ろ
こ
き
散
髪
屋 

森
口
　
和
子

温
度
差
の
あ
る
人
と
行
く
萩
の
寺 

〃
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万
力
の
緩
む
時
雁
の
数
列 

森
本
　
突
張

赤
子
鳴
く
対
幻
想
の
芋
嵐 

〃

ま
し
ら
酒
ほ
ど
に
得
難
き
出
会
ひ
か
な 

柳
川
　
　
晋

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
や
思
案
投
げ
首
穴
ま
ど
ひ 

〃

冬
瓜
の
む
す
っ
と
居
据
わ
る
土
間
あ
か
り 

山
﨑
よ
し
ひ
ろ

ホ
ス
ピ
ス
の
白
い
病
棟
小
鳥
く
る 

〃

霧
深
き
リ
フ
ト
の
音
を
待
ち
に
け
り 

山
田
由
紀
子

賓
頭
盧
の
朱
の
無
き
膝
や
小
鳥
来
る 

〃

水
飲
ん
で
空
気
の
変
は
る
秋
の
空 

吉
田
　
成
子

う
し
ろ
か
ら
来
る
も
の
冬
も
足
音
も 

〃

象
一
頭
飼
う
て
愁
思
を
追
ひ
出
せ
ず 

吉
村
紀
代
子

秋
気
澄
む
絵
図
帖
で
探
す
京
の
菓
子 

〃

秋
ま
つ
り
神
を
迎
へ
る
木
遣
り
節 

和
田
　
燁
子

黄
落
の
風
の
作
り
し
吹
き
だ
ま
り 

〃

　
平
成
二
十
八
年
七
月
三
十
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り
大
阪
船
場
の

ホ
テ
ル
ヴ
ィ
ア
ー
レ
大
阪
に
於
い
て
第
三
回
定
例
句
会
を
開
催
し

た
。
参
加
者
は
事
務
局
五
名
を
含
め
総
勢
四
十
八
名
で
あ
っ
た
。

　
当
季
雑
詠
句
を
各
自
三
句
提
出
。
会
員
は
三
句
選
四
名
の
選
者
は

十
句
選
と
し
た
。
選
者
は
、
高
橋
将
夫
氏
、
谷
下
一
玄
氏
、
的
場
秀

恭
氏
、
吉
田
成
子
氏
の
四
名
で
あ
っ
た
。
な
お
第
四
回
は
平
成
二
十

八
年
十
月
二
十
九
日
（
土
）
に
ヴ
ィ
ア
ー
レ
大
阪
で
開
催
す
る
。

第
三
回
定
例
句
会
開
催

慶
　
　
　
祝
　
　

こ
の
た
び
現
代
俳
句
協
会
特
別
顧
問
の
宇
多
喜
代
子
様

が
、
日
本
芸
術
院
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
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参
加
者
全
員
の
作
品
を
二
句
の
み
掲
載
し
ま
す
。（
五
十
音
順
）

た
だ
前
へ
進
む
こ
と
の
み
炎
天
下 

有
馬
　
映
子

縄
を
も
て
鉾
の
軋
み
を
逃
し
け
り 

〃

神
杉
の
声
漏
ら
し
た
り
夏
の
月 

石
井
　
和
子

山
百
合
や
髪
を
濡
ら
し
て
戻
り
け
り 

〃

ひ
ら
が
な
の
様
な
涼
風
流
れ
け
り 

上
田
千
恵
子

空
蟬
や
生
命
線
は
変
は
る
ら
し 

〃

遠
蟬
や
珈
琲
カ
ッ
プ
卓
に
置
く 

上
野
乃
武
彌

撮
っ
た
で
せ
ふ
振
り
向
く
人
の
サ
ン
グ
ラ
ス 

〃

何
事
か
呪
文
唱
え
て
海
女
潜
く 

上
藤
お
さ
む

沖
縄
戦
展
息
を
殺
し
て
汗
の
人 

〃

騒
音
の
中
に
無
我
生
む
油
照 

江
島
　
照
美

少
年
の
刑
務
所
の
塀
晩
夏
光 

〃

ラ
ム
ネ
飲
む
思
案
一
つ
を
転
が
し
て 
大
西
　
陽
子

身
の
一
つ
置
ど
こ
ろ
な
き
サ
ン
グ
ラ
ス 
〃

木
を
石
を
雨
の
洗
ひ
し
星
ま
つ
り 

岡
野
多
江
子

青
田
風
日
本
ぢ
ゅ
う
を
輝
か
せ 

〃

火
照
り
た
る
ま
ま
上
り
く
る
夏
の
月 

小
川
　
桂
子

し
ば
漬
や
酷
暑
乗
り
切
る
昼
餉
か
な 

〃

光
速
の
セ
ミ
の
本
を
た
た
み
か
け 

葛
城
　
裸
時

散
り
ば
め
た
梅
雨
の
箱
達
開
け
ま
く
る 

〃

一
列
の

の
鰓
穴
八
月
来 

川
﨑
　
奈
美

イ
ル
カ
シ
ョ
ー
飛
沫
く
る
席
よ
り
埋
ま
る 

〃

靴
底
の
百
物
語
火
の
匂
い 

木
野
　
俊
子

素
顔
の
ま
ま
八
月
六
日
行
き
の
バ
ス 

〃

茄
子
の
馬
母
の
小
言
を
乗
せ
て
来
し 

熊
川
　
暁
子

火
の
性
を
青
く
ゆ
ら
し
て
熱
帯
魚 

〃

積
み
上
げ
し
も
の
は
崩
れ
る
雲
の
峰 

桑
田
　
和
子

辻
に
き
て
ま
だ
別
れ
得
ず
星
祭 

〃

研
ぎ
汁
に
米
粒
混
じ
る
敗
戦
忌 

志
村
　
宣
子

な
ん
と
な
く
夫
の
血
の
濃
き
浴
衣
の
娘 

〃

百
日
紅
派
兵
の
車
通
る
道 

翠
　
　
雲
母

七
月
の
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
か
十
八
歳 

〃

太
陽
に
近
く
て
涼
し
山
頂
は 

高
橋
　
将
夫

サ
ー
フ
ィ
ン
寄
る
年
波
も
乗
り
こ
な
す 

〃

水
青
き
と
こ
ろ
に
佇
ち
て
鮎
釣
師 

谷
下
　
一
玄

ご
き
ぶ
り
の
ね
ら
ひ
さ
だ
め
し
点
へ
く
る 

〃

い
か
な
日
も
平
穏
は
あ
り
蓮
の
花 

田
宮
　
尚
樹

鯰
鍋
さ
き
の
地
震
の
敵
討
ち 

〃

六
文
銭
の
マ
ン
ホ
ー
ル
で
す
炎
暑
で
す 

樽
谷
　
寛
子

一
駅
歩
く
青
蔦
の
源
兵
衛
坂 

〃

形
代
の
佳
き
名
の
橋
を
く
ぐ
り
け
り 

千
原
　
恭
子

夏
逝
く
や
巻
貝
ゆ
る
む
砂
の
上 

〃

空
蟬
の
重
さ
を
腕
に
感
じ
を
る 

中
西
　
厚
子

土
用
凪
時
計
の
音
の
喧
し 

〃

裏
庭
に
金
魚
の
墓
を
つ
く
り
け
り 

中
俣
　
　
博

石
仏
の
里
に
蜥
蜴
と
な
り
に
け
り 

〃
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か
き
氷
水
の
薀
蓄
な
が
な
が
と 

中
溝
　
玲
子

口
元
を
引
き
締
め
髪
を
洗
ひ
を
り 

〃

祇
園
会
や
日
に
も
月
に
も
な
る
扇 

西
川
　
吉
弘

古
都
な
れ
や
躙
口
に
は
鹿
も
来
て 

〃

騙
し
絵
の
よ
う
な
空
澄
み
七
月
尽 

西
田
　
唯
士

ひ
ま
わ
り
の
迷
路
す
ん
な
り
ゴ
ッ
ホ
来
る 

〃

梅
雨
ご
も
り
書
斎
は
わ
れ
の
宝
島 

野
村
　
朴
人

認
知
症
な
り
た
く
な
く
て
鰻
食
ふ 

〃

土
用
の
日
う
ま
い
鯰
と
誘
わ
れ 

橋
本
　
昭
一

鮎
放
つ
村
に
一
女
の
誕
生
報 

〃

夕
焼
や
母
が
ゐ
た
な
ら
手
を
つ
な
ぐ 

橋
本
　
道
代

竹
落
葉
林
は
縦
の
風
ば
か
り 

〃

借
景
の
山
も
と
と
の
ふ
夜
の
秋 

樋
本
　
和
恵

お
帰
り
と
迎
へ
ら
れ
た
る
祭
か
な 

〃

三
尺
寝
地
下
足
袋
の
裏
見
せ
な
が
ら 
平
井
芙
美
子

山
住
み
の
女
は
強
し
竹
煮
草 
〃

船
渡
御
白
布
の
波
に
滑
り
だ
し 

福
嶋
　
雄
山

夏
越
終
え
纏
ふ
穢
れ
の
軽
さ
か
な 

〃

屋
台
店
肩
か
ら
入
る
夏
の
れ
ん 

藤
本
　
　
晉

野
の
道
の
乾
い
て
白
し
金
葎 

〃

熱
帯
夜
と
も
か
く
枕
う
ら
返
す 

星
川
　
淳
代

川
音
の
闇
や
ぶ
り
つ
つ
螢
か
な 

〃

か
な
ぶ
ん
や
児
ら
は
絵
本
を
丸
暗
記 

本
郷
　
公
子

秘
す
れ
ば
な
ほ
祈
り
深
ま
る
夜
の
秋 

〃

敗
戦
忌
軍
手
の
呼
び
名
他
に
な
き
や 

松
島
　
圭
伍

水
中
花
午
後
の
床
屋
の
ひ
ま
で
ん
な 

〃

帰
省
子
の
先
ず
深
々
と
眠
り
け
り 

的
場
　
秀
恭

諦
め
も
生
き
る
術
と
し
水
を
打
つ 

〃

も
も
す
も
も
ク
レ
ヨ
ン
の
声
灯
る
家 

三
好
つ
や
子

夜
の
蟬
そ
れ
は
時
効
に
な
っ
た
噓 

〃

針
山
に
針
の
埋
も
れ
し
敗
戦
忌 

村
田
あ
を
衣

あ
や
と
り
の
橋
は
く
づ
さ
ず
星
今
宵 

〃

胃
カ
メ
ラ
が
見
付
け
る
命
送
り
梅
雨 

森
口
　
和
子

人
形
の
髪
洗
う
子
の
大
人
び
て 

〃

眼
よ
り
サ
ン
グ
ラ
ス
ま
で
此
岸 

柳
川
　
　
晋

虫
追
ひ
に
囲
ま
れ
て
ゐ
る
君
と
僕 

〃

水
打
て
ば
石
も
声
あ
ぐ
昼
下
り 

山
浦
　
　
純

青
春
を
返
し
て
下
さ
い
敗
戦
忌 

〃

欠
伸
し
て
涙
の
先
の
夕
焼
け
雲 

山
﨑
よ
し
ひ
ろ

湯
上
り
の
ほ
て
り
静
め
る
螢
川 

〃

一
本
の
朝
蜘
蛛
の
糸
断
ち
に
け
り 

養
学
登
志
子

九
十
歳
に
贈
る
扇
で
あ
り
し
か
な 

〃

鳴
き
に
来
し
蟬
が
勲
章
父
の
墓 

吉
田
　
成
子

軸
の
絵
に
座
り
直
し
て
涼
し
さ
よ 

〃

吐
ひ
て
吸
ふ
駅
の
口
ま
で
灼
熱
す 

吉
村
紀
代
子

真
炎
天
雑
草
わ
れ
を
敵
と
す 

〃

棒
飴
の
溶
け
る
八
月
十
五
日 

和
田
　
燁
子

埋
め
つ
く
す
空
地
に
風
の
ね
こ
じ
ゃ
ら
し 

〃
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平成27年度　決 算 報 告 書 平成28年 4 月23日　
 （自 ・ 平成27年 4 月 1 日～至・平成28年 3 月31日） 関西現代俳句協会　（単位：円）

収　　入　　の　　部 支　　出　　の　　部
項　　　　　　　目 金　　額 項　　　　　　　目 金　　額

前年度繰越金 2,106,767 総 会 費 704,260
本部交付金 1,525,800 会 議 費 127,788
総 会 費 546,000 俳句大会費 386,819
俳句大会投句料（投句数1476句） 984,000 句 集 祭 656,544
句 集 祭 396,000 青 年 部 160,735
定例俳句会費 72,000 印 刷 費 246,800

事 務 費 75,907
通 信 費 324,250
交 通 費 152,420
役 員 手 当 428,000
ホームページ費 120,000
雑 費 52,200
弔 費 32,400
定例俳句会費 68,074
次期繰越金 2,094,370

合　　　　　　　計 5,630,567 合　　　　　　　計 5,630,567

三菱東京UFJ銀行普通貯金 1,099,755円（利子 126円含む）
現金 994,615円
収入 5,630,567円－支出 3,536,197円＝2,094,370円
残金 2,094,370円を次年度へ繰り越します。
　　上記の通り、平成27年度の収支決算報告を致します。 会　計　村田あを衣 　
　　上記の通り、厳正に処理されたことを認め、報告いたします。
 平成28年 4 月15日　　会計監査　古梅　敏彦 　　辻本　孝子 　

平成28年度　予　　　　算 平成28年 4 月23日　
 （自 ・ 平成28年 4 月 1 日～至・平成29年 3 月31日） 関西現代俳句協会　（単位：円）

収　　入　　の　　部 支　　出　　の　　部
項　　　　　　　目 金　　額 項　　　　　　　目 金　　額

前年度繰越金 2,094,370 総　 会 　費（会場費・親睦会費） 800,000
本部交付金 1,500,000 会　 議 　費 100,000
総　 会 　費（親睦会費） 500,000 句　 集 　祭（会場費・親睦会費） 700,000
句集祭参加費（親睦会費） 400,000 定 例 句 会 費（会場費・その他） 100,000
定例句会参加費 100,000 印　 刷 　費（会報・その他） 400,000
青年部活動費 200,000 通　 信 　費（郵送料・電話代・その他） 350,000

事　 務 　費（事務用品） 100,000
交　 通 　費 200,000
役  員  手  当 500,000
青年部活動費（講演会・句会他） 200,000
ホームページ費 120,000
雑　　　　費（慶弔費・消耗品代） 50,000
次期繰越金 1,174,370

合　　　　　　　計 4,794,370 合　　　　　　　計 4,794,370
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関
西
現
代
俳
句
協
会
で
は
、
二
〇
〇
四
年

十
月
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

　
閲
覧
す
る
た
め
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携

帯
電
話
の
ブ
ラ
ウ
ザ
の
ア
ド
レ
ス
欄
に

「h
ttp
:/
/
k
a
n
g
em
p
a
i.jp
/

」
を
直
接
入

力
い
た
だ
く
か
、G

o
o
g
le

な
ど
の
検
索
サ

イ
ト
で
「
関
西
現
代
俳
句
協
会
」
と
入
力

し
、
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
さ
れ
な
い
方
に

は
、
ご
理
解
困
難
な
点
も
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
こ
で
内
容
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
掲
載
ご
希
望
の
情
報
に
つ
い
て
は
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

1
・
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
「
今
月
の
エ
ッ
セ
イ
」

会
員
の
エ
ッ
セ
イ
を
毎
月
更
新
で
掲
載
し

て
い
ま
す
。
二
〇
〇
五
年
一
月
よ
り
ス

タ
ー
ト
。

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
ご
覧
頂
け
ま
す
。

2
・
協
会
の
入
会
案
内

入
会
の
方
法
と
案
内
、
問
合
せ
先
を
記
載

し
て
お
り
ま
す
。

3
・
新
着
情
報

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
以
来
の
更
新
情
報
や

協
会
情
報
を
掲
載
。

4
・
協
会
の
概
要

関
西
現
代
俳
句
協
会
の
略
史
、
協
会
会
報

の
全
頁
紹
介
（
32
号
よ
り
）。

活
動
内
容
（
総
会
、
理
事
会
、
運
営
委
員

会
、
企
画
委
員
会
、
講
演
会
、
全
国
大
会
、

句
集
祭
、
俳
句
大
会
・
吟
行
会
・
定
例
句

会
）、役
員
構
成
、事
務
局
の
所
在
を
記
載｡

5
・
結
社
紹
介

五
十
音
順
と
府
県
別
が
あ
る
。
い
ず
れ
も

結
社
・
俳
誌
名
、
主
宰
・
代
表
者
名
、
発

行
所
の
所
在
地
、
発
足
年
月
を
記
載
。

（
依
頼
に
よ
り
随
時
更
新
）

6
・
会
員
の
著
作

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
以
来
の
会
員
の
句

集
、
評
論
集
等
な
ど
の
著
書
を
紹
介
。

7
・
イ
ベ
ン
ト
案
内

協
会
主
催
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
全
国
大
会
、
句
会
等
の
お
知
ら
せ｡

8
・
青
年
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

青
年
部
員
の
作
品
や
招
待
作
品
、
連
載

エ
ッ
セ
イ
、
句
会
・
勉
強
会
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
の
行
事
案
内
と
記
録
を
掲
載
。

関
西
現
代
俳
句
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
紹
介

謹
　
　
　
悼

　
平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
よ
り
、
本
年
八
月
末
日
迄

の
期
間
中
に
現
代
俳
句
協
会
で
受
付
け
た
、
ご
逝
去
会

員
の
お
名
前
を
お
知
ら
せ
し
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
。

（
敬
称
略
、
括
弧
内
は
住
所
と
所
属
誌
）

記
　
　
　

筏
　
奈
雅
史
（
兵
庫
県
・
俳
句
作
家
）

鈴
木
　
明
芳
（
京
都
府
・
京
鹿
子
）

吉
田
ひ
さ
枝
（
大
阪
府
・
藍
）

石
岡
百
合
子
（
大
阪
府
・
半
夜
）

阪
本
　
　
彩
（
大
阪
府
・
所
属
な
し
）

長
尾
　
信
子
（
大
阪
府
・
犀
）
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本
年
十
月
以
降
来
年
九
月
ま
で
の
関
西
現

代
俳
句
協
会
の
行
事
は
次
の
通
り
で
す
。

★
会
報
の
発
行

会
報
四
十
五
号
を
十
月
に
発
行

★
「
忘
年
＆
句
集
祭
」
開
催

平
成
二
十
八
年
十
二
月
三
日
（
土
）、
ヴ 

ィ

ア
ー
レ
大
阪
に
て
午
後
二
時
か
ら
理
事

会
、
午
後
三
時
十
分
よ
り
句
集
祭
、
五
時

三
十
分
よ
り
懇
親
会
開
催
。（
今
年
は
シ 

ャ

ン
ソ
ン
歌
手
の
出
演
あ
り
）

★
総
会
並
び
に
講
演
会
開
催

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
二
日
（
土
）、

ヴ
ィ
ア
ー
レ
大
阪
に
お
い
て
理
事
会
並
び

に
総
会
、
講
演
会
（
講
師
・
高
野
ム
ツ
オ

氏
）
講
演
内
容
未
定
。

★
平
成
二
十
九
年
度
定
例
句
会
開
催
予
定

第
五
回

平
成
29
年
7
月
29
日
（
土
）

第
六
回

平
成
29
年
9
月
30
日
（
土
）

そ
れ
ぞ
れ
定
員
五
十
名

会
場
　
ホ
テ
ル
ヴ
ィ
ア
ー
レ
大
阪
（
五
階

会
場
）
に
て
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
会
場
の
ヴ
ィ
ア
ー
レ
大
阪
ま
で
の
道
順

は
、
会
報
同
封
の
ご
案
内
に
も
書
い
て
い
ま

す
が
念
の
た
め
次
の
通
り
で
す
。

地
下
鉄
御
堂
筋
線
本
町
駅
下
車
、
一
号
出
口

を
出
て
、
す
ぐ
東
（
左
、
堺
筋
方
向
）
へ
徒

歩
三
分
（
左
記
地
図
参
照
）

な
お
梅
田
方
面
か
ら
は
一
番
う
し
ろ
の
車

輌
、
天
王
寺
方
面
か
ら
は
一
番
前
の
車
両
に

乗
車
さ
れ
る
と
一
号
出
口
に
近
い
位
置
で
す｡

◆
平
成
二
十
八
年
度
の
事
業
予
定

◆
「
忘
年
・
句
集
祭
」
の
会
場
に
つ
い
て

関
西
現
代
俳
句
協
会
会
報
・
第
45
号

発
　
行
・
平
成
二
十
八
年
十
月
一
日

発
行
人
・
吉
田
　
成
子

編
集
人
・
上
藤
お
さ
む

事
務
局
・
〒
六
一
九
―
〇
二
二
四

　
　
　
木
津
川
市
兜
台
五
―
一
―
十
三

　
　
　
木
津
か
ぶ
と
台
十
四
―
一
〇
一

TEL

FAX

〇
七
七
四
―
七
二
―
八
五
八
四

／

りそな銀行
●

りそな銀行
●

大阪国際ビル
●
大阪国際ビル
●

森ビル
●
森ビル
●

●●
●御堂筋本町ビル●御堂筋本町ビル

アカチャンホンポ
●

アカチャンホンポ
●

●イトキン●イトキン

本町通本町通

中央大通
地下鉄中央線

地
下
鉄
御
堂
筋
線

地
下
鉄
御
堂
筋
線

御
堂
筋

御
堂
筋

本
町
本
町

堺
筋
本
町

堺
筋
本
町

①①

⑰⑰

堺
筋
堺
筋

地
下
鉄
堺
筋
線

地
下
鉄
堺
筋
線

三
休
橋
筋

三
休
橋
筋

○
会
費
納
入
に
つ
い
て
の
お
願
い

平
成
二
十
八
年
度
、
現
代
俳
句
協
会

会
費
（
一
万
円
）
未
納
の
方
は
、
す

み
や
か
に
所
定
の
振
替
用
紙
に
て
納

入
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

関
西
現
代
俳
句
協
会
青
年
部
に
よ
り
企
画

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

9
・
リ
ン
ク

協
会
関
係
や
協
会
員
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
サ
イ
ト
）
や
ブ
ロ
グ
を
紹
介
し
て
い
る

ペ
ー
ジ
で
す
。

　
以
上
、
著
作
や
結
社
に
つ
い
て
の
紹
介
、

会
員
の
皆
様
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
等

を
掲
載
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。 
（
事
務
局
）


